






















1982 年（昭和 57 年）4 月に愛知大学の理事・
評議員に就任を致しました。その間大学は大きな変換を遂げまして、様々な苦悩を克服し










































国際的教養に基づく人材の養成」。この 3 つでございました。 
設立当時は大学予科のみ 400 名の学生でありましたけれども、翌年に法経学部、またそ
の翌年の昭和 24 年には、文学部と名古屋分校を設置致しました。昭和 29 年には大学院、
短大、その他法経学部第二部の設置と順次拡大を致しまして、学生数も 4,000 名を超える
に至りました。 
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しております。父は、昭和 22 年 10 月に愛知大学の理事に就任を致しまして、昭和 51 年
11 月に永年勤続理事として表彰を受け、昭和 57 年 4 月に退任を致しました。死の直前ま
で父は、愛知大学にすべてを注いだような感じが致しております。 
父の「神野太郎伝」には、色々な追想録がでております。そのなかで、本間喜一先生に
ついて、『温厚、清廉、率直で真に尊敬する紳士で、時々の談笑の間に拝聴するに値する人
物放談などは非常に参考になった。特に、愛知大学創立の精神である日中友好の使命が着々
とその後実施されておりまして、錦上花を添えたと思うことひとしおであります。』と書い
ております。 
また、久曽神昇先生についても『牟呂吉田村に生まれた私は、子供の頃から神野家を良
く知っている。結婚後は岳父清水熊太郎の関係で接する機会も多く、豊橋ロータリーに入
会し多大なるご指導をいただいた。』と書いております。 
この様に、父太郎は愛知大学の創設に大きく貢献を致しました。愛知大学のその後の成
長と発展と今日の存在は、多くの課題を抱えた中で、関係する多くの先生方の未来を築く
努力の結晶でございまして、本間喜一先生をはじめとする多数の先輩や皆様のご指導の賜
物であると、心から感謝を申し上げたいと思っております。 
今後も、様々な多くの挑戦に向かいまして、諸先生の心からなる使命感で、最初のテー
マでございます「国際社会に存在する貴重な大学」として発展をすることを心から祈念を
致しております。また、同時に私の郷里でございます豊橋に原点を置かれた先輩の志を大
切に「心の纏め」としていただきまして、「中部で新しい大学の中枢の創造」をぜひ思いう
かべなから、愛知大学が、豊橋のそして愛知県の日本の、さらに世界の主導的、先導的な
大学になっていただくことを心から祈念致したいと思っております。 
愛知大学には、越知専君、甲斐一政君、河合秀敏さん、藤田佳久先生をはじめとする非
常に多くの先生方がお見えになられます。今日はこのように先生方にお話しできましたこ
とを心から厚く御礼を申し上げ、私のご挨拶と致します。どうもありがとうございました。
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